
1 スローガン 

 

 
 
 
《設定理由》 
本来の「自然界の美しいもの」という意味の四字熟語としてではなく、１つひとつの文字に以下のような意味を持た

せ、十中生に身につけてほしいことを表しました。 
四字熟語として有名なので覚えやすく、常に意識しながら生活できるため、十中生が目指す目標である生徒会スロー

ガンにふさわしいと考えました。 
 

花 水やりなど丁寧に世話をすると花が咲くように、結果だけではなく、それまでの過程を大切

にする 

鳥 群れを作って行動する鳥のように、集団の中で＜協調＞して行動する 

風 変化し続ける風を読むように、学校生活でも周囲の変化を感じ取る 

月 夜空に溶け込みながらも存在感のある月のように、周りの星（＝仲間）と共存しながら自分

を表現する 

 

２ 重点目標と活動の柱 

（１）重点目標 

重点目標は、＜協調性＞を身につけることです。一人ひとりが＜協調性＞を身につけることで、過程を大切に
する姿勢が身につき、結果として信頼し合える仲間や協力し合えるよりよい十中を創ることができると考えまし
た。 

以下では、具体例とともに、＜協調性＞について説明します。 

＜協調性＞ 
ここでいう＜協調性＞とは、「周りを見て気づいたことを自分事としてとらえ、進んで行動する力」のことで

す。 
協力し合えるよりよい十中を創るには、十中生１人ひとりが周りを見て（＝（２）活動の柱①周りを見て気づ

く力）、自分ができそうなことや手伝えそうなことを見つける（＝②自分ごととしてとらえる力）ことで、実際に
行動したり手伝ったりする（＝③自分から進んで行動する力）ことができるようになると思います。 
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例えば清掃で、自分の仕事が終わった後に周りを注意深く見ることは①、その中で汚れや仲間が１人で清掃し
ている様子を見つけることは②にあたります。その後、汚れを率先して落としたり、仲間が清掃しているところ
を手伝ったりすることは③にあたります。 

一人ひとりが与えられた仕事だけをおこなったとしても、「きれいになる」という結果にはなります。しかし、
上記のように自分の仕事に加えて、自分の仕事以外のことに気づいて率先して行動することで、仲間との信頼や
協力し合える関係が生まれるのではないでしょうか。 

 

（２）活動の柱（学校生活の中の様々な活動を通して、身につけてほしいこと） 

①周りを見て気づく力 

これはスローガンの中の「鳥」、「風」に関わります。重点目標にもある通り、今年度は＜協調性＞を身につけ
ることを大切にしていきます。そこで、自分のことだけでなく、周囲の人や環境の変化を見て自分がしなければ
ならないことに気づくことで、自分から進んで行動するきっかけとなり、誰もが過ごしやすい学校づくりにつな
がると考えました。 

・・・・・・主な活動内容♦清掃活動 
♦優しさが力行動宣言 

 

②自分ごととしてとらえる力 

これはスローガンの中の「鳥」、「風」に関わります。一人ひとりが専門委員会の常時活動や時間行動などをし
たとき、またはしなかったときに周りにどんな影響が出るかを想像したり、キャンペーンなどを自分達のために
なることとしてとらえたりすることで、常時活動や時間行動、キャンペーンなどのやる気の向上につながると考
えました。 

・・・・・・主な活動内容♦委員会活動の実施（常時活動、キャンペーン） 
         ♦時間行動 

 

③自分から進んで行動する力 

これはスローガンの中の「月」に関わります。「誰かがしてくれるだろう」「自分がやっても意味ない」「面倒
くさい」ではなく、「自分からしよう」という意識で進んで行動することが、信頼し合える仲間や協力し合える
十中を創るために必要だと考えます。 

・・・・・・主な活動内容♦ボランティア活動 
         ♦テスト前の取り組み 
         ♦委員会活動の充実 

 

④過程を大事にする姿勢 

これはスローガンの中の「花」に関わります。十中生のいいところは、全員で行事を盛り上げていけるところ
です。行事はもちろん結果もついてきますが、そこに行き着くまでの過程に目を向けることで、より充実感を得
られる貴重な機会となります。そこで、行事だけではなく、普段の学校生活での各教科の学習や清掃などで、最
終的な結果だけでなく過程を大事にできるようにすることが重要であると思います。特に、行事や委員会活動の



振り返りを充実させることで、より達成感を味わえるような学校を作っていけると考えます。 
・・・・・・主な活動内容♦行事（体育祭や合唱発表会など） 
         ♦行事や委員会活動の振り返り 
 

（３）活動の柱と「優しさと逞しさ」の関係 

 山形十中は、建学の理念である「愛と創造」をもとにして、「優しさと逞しさ（たくましさ）」を学校の教育
目標に入れ、大切にしてきました。 
 私たちが考えた４つの活動の柱を、「優しさと逞しさ」に照らし合わせてみると、①周りを見て気づく力と 
②自分ごととしてとらえる力は「優しさ」に、③自分から進んで行動する力と④過程を大事にする姿勢は「逞
しさ」に関係していると思います。 
 ①は自分に与えられた仕事だけでなく、周りを気にかけること、②は自分に直接関わらないことでも仲間の
ために考えられることであり、仲間への優しさを持つことに関係しています。 
 ③は優しさを実際に行動に移す勇気、④は自分に正直に向き合えることであり、自分や周りを成長させるた
めに本気で努力できる逞しさを持つことに関係しています。 
 

３ 生徒会節目標と主な活動内容 

節 節目標 主な活動内容 主な行事 

前期１節 
４・５月 

1 年間の目標を明確にし、 
良いスタートをきろう！ 

対面式の準備 
学級組織づくり 
優しさが力行動宣言 
生徒会総会に向けた学級討議 
専門委員会①② 

入学式 
対面式 
いじめ防止集会 
部活動紹介 
生徒会総会 
市中駅伝大会 
３年生修学旅行 

前期２節 
６・７・８月 

市県中総体・コンクールな
どに向けて全力で取り組も
う！ 

市中総体に向けた応援活動 
県中総体・吹奏楽壮行式 

に向けた応援活動 
体育祭組分け集会 
体育祭実行委員会 
専門委員会③ 

市中総体・県中総体 
吹奏楽コンクール 
１学期期末テスト 

前期３節 
９・１０・１１月 

行事や委員会活動に一人ひ
とりが積極的に取り組み、
学校生活を充実させよう！ 

新人大会に向けた応援活動 
合唱発表会実行委員会 
前期活動のまとめ 
前期後期の引き継ぎ 
後期の取り組みについて 
任命式の準備 
専門委員会④⑤ 
新入生オリエンテーションの
準備 

地区新人大会 
体育祭 
合唱発表会 
創立記念式 
生徒会役員選挙 
任命式 
２学期期末テスト 
県中駅伝大会 

後期１節 
１２月・１月 

新たな自分の役割を見つ
け、良い後期のスタートを
きろう！ 

リーダー研修会に向けた活動 
３年生激励会に向けた活動 
専門委員会⑥ 

リーダー研修会 
３年生激励会 



令和２年度改定                                     

『 守るあなたが守られる ネット・ゲーム版 』 

※十中での｢ネット｣とは｢ネットワークメディア｣を意味し、ＳＮＳ,ブログ,メール,掲示板,チャット,YｏｕTｕｂｅ 

などの動画視聴が含まれる。 

  

①午後１０時以降は、ネット・ゲームを使用しません。 

②テスト前２週間は、個人目標を決め、取り組みます。 

ゴールド 1 日のネット・ゲーム使用０分       

シルバー 1 日のネット・ゲーム使用３０分以内 

ブロンズ 1 日のネット・ゲーム使用１時間以内 

※２週間のうち１０回以上で、目標達成。 

③アプリのダウンロードや個人情報登録は、保護者の許可を得ます。 

④見た人が不快な思いをするようなことは書き込みません。 

⑤各家庭でルールを作り、守ります。 

 

後期２節 
２・３月 

お世話になった人への感謝
の気持ちを行動で示し、１
年を締めくくろう！ 

後期活動のまとめ 
来年度に向けた引き継ぎ 
専門委員会⑦ 

3 学期期末テスト 
卒業式 

 

 


